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  Dream～ギイバージョン～ (2002.5)


  
    　暖かい日差しの当たる居間で、オレは時間潰しにパラパラと雑誌を捲っていた。

    　久しぶりの連休。

    　にもかかわらず託生は大学で、朝からいない。

    「学校、休もうか？」

    　との有難い申し出もあったのだが、ここは心を鬼にして断った。いや、託生に対してではなく、オレ自身にである。

    　託生がこの場にいたのなら、オレは居間ではなく、ベッドルームにいるであろう。

    「休日にやる事もないなんて、哀しいよな」

    　いつも、家には必ず託生が居た。託生より早く出て、託生より遅く帰るのだから、当たり前のことなのだが……。

    　一人で家に居る事がこんなに苦痛だとは、知らなかった。託生も毎日こんな気分になっているのだろうか。それとも甘えているのはオレだけか？

    　パタン……。

    　玄関のドアが閉まる音。

    　瞬間、オレは立ち上がり玄関ホールに向かった。我ながら留守番をさせられた子供のようだよなと、苦笑が漏れる。

    「託生、お帰り。早かったな」

    　と、玄関ホールを覗き込むと………。

    「ギイ、ただいま」

    　………誰だ、この子？

    　歳は７・８歳くらいだろうか。日本人のかわいらしい男の子。手にはバイオリン。

    　おい。ここはオートロックだぞ。どうやって入ってきたんだ。

    「君、名前は？どこから入ってきたのかな？」

    　驚かさないように、にっこりと笑って膝を折り話し掛けた。

    「何言ってるの、ギイ？ぼくだよ」

    　ぼくだよって、オレはこんな子知らないぞ。

    　………いや、ちょっと待てよ。この顔どこかで見たような………いや、見慣れてるような………まさか………？！

    「託生………？」

    「そうだよ。自分の恋人忘れちゃったの？」

    　ムスッと膨れっ面をして、プチ託生が抗議する。

    　………夢だ。これは夢に違いない！！

    　呆然としているオレの頬へ

    「ただいま」

    　とキスをする。夢にしては暖かい感触。

    　どうなっているんだ？！

    　パニックになりそうな頭を立て直して、お帰りのキスを待っているプチ託生の頬に口唇を寄せた。

    「お帰り」

    　キスをしながら、頬の柔らかさを確かめる。………本物だ。

    　託生に似た子が勝手に入ってきたと言うには無理がある。なぜなら、託生の匂いがするのだから。それに、こんな可愛い子、託生以外に誰がいる？！

    「本当に、託生なのか？」

    「さっきから何言ってるんだよ。ギイ、寝ぼけてるの？」

    　小首を傾げて、大きな瞳でオレを見返す。

    　夢じゃないのか？だとしたら、あーんな事も、こーんな事も、もう出来ないっていうのか？！

    　がっくりと肩を落としたオレに、

    「ねぇ、ギイ。お腹すいた」

    　無邪気に甘えるプチ託生。

    　ハハハハハ………。乾いた笑いが木霊する。

    「冷凍ピラフくらいしか出来ないけど、それでいいか？」

    「うん！」

    　満面の笑顔で、プチ託生は頷いた。

    

    　

    　どうなってんだろうな。

    　ダイニングの椅子に座って食事を待つ後姿を見ながら、大きな溜息を付く。

    　しかし、たしかあのくらいだったな。オレが出会った時の託生は。

    　誰より可愛くて、澄んだ瞳で、幸せ一杯の笑顔で………。

    　よくよく考えると、あの頃の託生をじっくり見ることができる機会なんて、滅多にないぞ。この状況を楽しまなきゃ、損じゃないか？

    　じっと見詰めるオレに気付いたのか、プチ託生はくるりと振り返りにっこりと微笑んだ。

    　ドキリとした。

    　幼いあの日、恋に落ちた天使の微笑みに、自称託生と言えども小さな子供に、不埒な妄想をしてしまった自分に自責の念を抱く。

    　ヤバイ……。

    　前言撤回。夢なら早く覚めてくれ。

    　オレの妄想を立ちきるように、レンジがチンと鳴った。

    

    　

    「いただきます」

    　手を合わせピラフを口に運ぶ。向かいの席で美味しそうに食べるプチ託生を、複雑な気分で眺めた。

    　どう見ても、託生なんだよなぁ。

    　グリンピースを器用に避けながら食べる姿は、託生そのものだ。

    「あれ？」

    　ぽろっと、ピラフがスプーンから落ちた。

    　あぁ、テーブルが高いから食べにくいんだな。

    「託生、ちょっと立ってみろ」

    　素直に立ち上がった託生を膝の上に乗せて、腰を降ろす。

    「この方が食べやすいだろ？」

    「うん。ありがとう、ギイ」

    　口唇の端に小さなキスを送り、オレが固まったのには気付かず食べ始めた。

    　オレは変態じゃない！！

    　抱き締めてしまいそうになる腕を、必死で押し留める。

    　あらぬ妄想を打ち消すように、優しいお兄さんよろしく、あれこれと世話を焼き、プチ託生の食事を手伝った。

    「ご馳走様でした」

    「どういたしまして」

    　グリンピースの山を一角に残し、

    「お腹一杯」とオレの胸に体重を掛け、目を擦る。

    「眠たいのか？」

    　顔を覗き込むと、

    「うん………お腹一杯になったら………眠くなっちゃった………」

    　ぽやっと焦点の合わない目で見上げる。

    　やっぱり子供だよな、とクスクス笑うと、オレはプチ託生を抱き上げベッドに向かった。

    　言っておくが、下心などは全然ない。

    　ゆっくりベッドに下ろして、

    「少し寝ろよ」

    　髪を撫でる。

    「ギイは？」

    「え？」

    「ギイも一緒に寝ようよ」

    「い……いや……オレは………」

    　それは、ちょっと………いやマジでヤバイ。

    　焦るオレの腕に手を掛けて、

    「疲れてる時は、寝るのが一番だよ」

    　とろんとした瞳で無邪気に誘う。

    　危ない誘いに添い寝だけだぞと自分に歯止めをかけ、プチ託生の横に体を滑らせた。

    「ギイ、暖かいね………」

    　オレの腕を枕にし胸に擦り寄って、猫のように丸くなる。

    「ね、ギイ」

    「うん？」

    「初めて会ったときの事、覚えてる？」

    「あぁ、覚えてるよ」

    「あの時にね、ぼく、ギイの事が好きになったんだよ」

    「託生……？」

    　言葉を探している間に、プチ託生は静かな寝息を立てていた。

    　今の言葉が本当なら、オレも託生もお互いが初恋の相手となるんだよな。今は覚えていなくとも、託生もそう思ってくれていたのだろうか。

    「ありがとう、託生」

    　額に小さなキスをして、ふいに襲った眠気にオレは瞳を閉じた。

    

    　

    　カタン………！

    　小さな物音にビクリとして目を開けると、

    「あ、ごめん。起こしちゃった？」

    　クローゼットの前で決まり悪そうに、オレを見ている託生を見つける。

    「託生………？！」

    「何、そんなに驚いてるんだよ？」

    「託生は？！」

    「はぁ？ぼくなら、ここにいるじゃないか」

    「じゃなくて………」

    　自分の横を見ると、誰かが居た気配はなく、シーツは冷たいままだった。

    「夢だったのか……」

    「さっきから、何言ってるのさ？」

    　訝しげにオレを覗き込む託生の腕を引き寄せ、キスをした。

    「わっ、なんだよ突然」

    　慌てて飛びのこうとする託生を抱き締めて確認する。

    「本物だよな」

    「………一体どんな夢見てたのさ」

    　クスリと笑ってオレの背中に腕を廻し、肩に頬を預ける。

    「いや、別に」

    　夢の話をするのは構わないが、変態だと思われる可能性が高い。それは、大変不本意だ。

    「それより、オレ腹減った」

    　色気のない言葉に、

    「じゃ、外に食べに行く？」

    　託生は顔を上げて、にっこりと笑った。

    　プチ託生と変わらない天使の笑顔。しばし見惚れてしまったオレに、

    「今日のギイ、変だよ」

    　大丈夫？と額に手を当てて、小首を傾げる。

    　その手を引き寄せ、チュッとキスを落とし、

    「さ、メシ食いに行くぞ」

    　顔を真っ赤にして怒る託生を立ち上がらせ、足早に玄関に向かった。

    　

    　オレだけのプチ託生。

    もう一度現れてくれるなら、今度は驚かせないでくれよな。

    　

    　

    　

    プチシリーズの第一弾であります（笑）

    でもこれずっと前から考えていたお話だったりします。（お蔵入りになるところだった・汗）

    その頃は「プチ」ではなく、「小さな」か「ミニ」だったような気が………。

    たまたま「プチ」が思い浮かんで、一から書き直したら受けちゃいまして（笑）

    いつのまにか、プチシリーズと命名されてしまいました。

    焦ってるギイが、結構お気に入りです

    （２００２．９．４）
  


  Dream～託生バージョン～ (2002.5)


  
    「はぁ、今日も遅くなるのか……」

    　ただ今午後１０時。

    　いつもの事ながら、ギイからの「先に休んでいてくれ」のコールについ溜息が零れる。

    「こんなに働いて、ギイ大丈夫なのかな」

    　ただでさえスレンダーな体が、毎日見慣れているぼくでさえわかるくらい、細くなっている。

    「もう少し、体を大事にしてよね」

    　誰ともなしに呟いた。

    

    　

    　カチャ。

    　ベッドでまどろんでいた耳に、訊き慣れたドアの音。

    「ギイ………？」

    　目を擦り擦りドアの方向を見ると、逆行に浮かんだ影は見るからに小さい。

    　あれ？

    　もう一度瞬きをして、じっくり見る。

    　すると逆行に浮かんでいた影が、ゆっくりと近づいてきた。

    「君は誰……？」

    　ベッドの横に当たり前のように立った小さい男の子に、違和感を感じつつ訊いてみる。

    「何言ってるんだ、託生？」

    「へ？」

    　ぼく、寝ぼけてるのかな？この子、託生って言ったよね。

    　まじまじと見詰めるぼくに、

    「お前まさか恋人の顔を忘れたわけじゃないだろうな？」

    　と、訝しげに眉を寄せた。

    「こ………恋人？！」

    　ぼくの恋人はギイだぞ。こんな小さい子供じゃありません！

    　………って、何かがおかしい。とにかく、おかしい。

    　じっと男の子の顔を見る。栗色の髪。薄茶色の瞳。小さい頃のギイを見た事はないが、面影がギイにそっくりではないか！

    「ギイ？！」

    「当たり前だろ？託生、お前寝ぼけてるのか？」

    　盛大な溜息を付きながら、やれやれといった体で小さな掌を開いた。

    　………夢だ！夢に違いない！！ギイが小さくなっちゃうなんて、そんな事ありえない！！でも………。

    「どうした、託生？」

    「ううん、何でもない」

    　小さい体で大人な口調のプチギイに噴出しそうになるのを堪え、ベッドから降りたぼくは膝を折った。

    「ほんとにギイなの？」

    「お前、まだそんな事言うのか？だったら証明してやるよ」

    　言うなりプチギイは、ぼくの首に腕を廻しキスをした。

    「ん？！」

    　夢の中であっても、こんな小さな子とキスするなんて、ぼくって危ないヤツだったのか？！

    　あたふたとプチギイを離そうともがくのだが、さすが小さくてもギイと言ったところであろうか。スルリと入ってきた舌先に、思考が止められてしまった。

    「あ………っ」

    　いつもと同じ熱いキス。

    　プチギイは存分にぼくを揺さぶって、口唇を離した。

    「どうだ？」

    「うん……ギイだ」

    　我ながら間抜けな答えだとは思ったのだけど、この状況で言葉を捜すにはぼくの頭が拒否していたのだ。

    　でも、落ち着いて見ると………可愛い！

    　お人形さんのように白い肌に、くりっとした二重の瞳が印象的で、ぼくは男だから母性本能なんてないけれど抱き締めたくなってしまう。

    「託生、お前何ニヤニヤしてるんだ？」

    「え？ううん、ギイが帰ってきてくれて嬉しいなって思っていただけだよ」

    　頬が緩んでしまうのを必死に抑え、ぎゅっとプチギイを抱き締めた。

    「おい、託生！引っ付いてくれるのは嬉しいが、オレ、腹減った」

    　ぷっ！

    　ブラックホールの異名は、幼少時から健在だったのか。

    「じゃあ、何食べたい？」

    「梅干とおかかのおにぎりが食いたい」

    「すぐに用意するね」

    　プチギイの小さな手を引きながら、ダイニングに向かう。

    　どうせこれは夢なんだから、楽しまなくっちゃ。

    

    　

    「やっぱり託生の作ったおにぎりは上手いな」

    「ふふっ、喜んでもらえてぼくも嬉しい」

    　両手でおにぎりを持って、口一杯ほうばるプチギイに笑みが漏れる。

    　可愛いなぁ。

    　あれ？でも、このくらいのときに、一度ギイに会ってるんだよね？こんなに可愛いのなら、覚えていてもおかしくないはずなんだけどな。

    「ご馳走さん」

    　過去に意識を飛ばそうとした時、プチギイが手を合わせた。

    「お腹一杯になった？」

    「なったなった」

    　満足そうな顔でウインクを飛ばす。

    　またそれが可愛くて、ついつい抱き締めそうになってしまう。ぼくって、もしかしたら保父さんに向いているのじゃないだろうか。

    「託生、やっぱりお前変だぞ」

    「そ………そう？」

    　だって、こんなに可愛いプチギイを見ることが出来るなんて、夢の中であっても感謝しちゃうよ。

    「あぁ、腹一杯になったら、眠たくなってきた」

    　大きな欠伸をしながら、伸びをする。

    「じゃ、そろそろ寝る？」

    　プチギイを促して、寝室に向かった。

    

    　

    　二人でベッドに潜り込んだ時、ぼくはあることに気が付いた。

    　体はプチギイ。でも、中身は大人のギイ。

    　もしかして、この展開ってヤバクない？

    「託生………」

    「え？」

    　プチギイの顔が近づいてくる。

    「わわわ！ちょっと、待った！」

    「なんだよ、託生」

    「いや……えっと………ギイ、眠たいんだろ？疲れてるんだろ？もう、今日は寝ようよ。ね？」

    　プチギイの小さな肩を押しやって、必死に押し留める。

    「急に眠たくなくなった」

    　言いながら、尚も口唇を寄せてくる。わわっ、どこ触ってるんだよ？！

    「愛してるよ、託生」

    「ダメだよ！ダメダメダメ～～～～～～～～ッ！！！」

    　前言撤回！夢なら早く冷めてくれ！！

    

    　

    「おい………おい、託生！！」

    　乱暴に肩を揺さぶられて、ハッと目が覚めた。

    「ギ……イ………？」

    　暗闇の中、スーツ姿のギイが心配そうな瞳で、ぼくを覗き込んでいる。

    「大丈夫か？」

    「うん……やっぱり、夢だったんだ………」

    　ギイはぼーっとしているぼくを抱き起し、汗に濡れた前髪をかき上げて、小さくキスをした。

    「帰ってきたら託生がうなされていたから………怖い夢でも見たのか？」

    「プチギイが………」

    「プチギイぃ？！」

    　ぽろっと出てしまった言葉に、しまったと思ったのだが後の祭り。

    「はっは～ん」

    「何………？」

    　恐る恐るギイを見上げると、ニヤリと笑い耳に口唇を寄せ、

    「託生のスケベ」

    　ボソリと言った。

    「ぼぼぼぼくは………まだ、何も言ってないじゃないか？！」

    「要するにあれだろ？小さいオレに迫られる夢でも見たんじゃないのか？」

    　図星だろ？とニヤニヤ笑いながらぼくを見る。

    「違………違うよ！！」

    　耳まで真っ赤にして否定しても、信憑性がない。

    「違わないだろ？」

    　案の定、全然信じていないギイは、そのままぼくの上に圧し掛かる。

    「ちょっ………ちょっと、ギイ！」

    「一週間程、ご無沙汰だったもんなぁ。託生が欲しがってくれて、オレも嬉しい」

    「誰もそんなこと、言ってないだろ？！」

    「ま～たまた、託生くん、照れ屋なんだから」

    「だから、違うって！！」

    　空しく響くぼくの声は、暗闇に吸い込まれていった。

    

    　

    　ぼくだけのプチギイ。

    　もう一度現れてくれるなら、歳相応のプチギイでいてね。

    　

    　

    もともと書く予定ではなかった、託生バージョン。

    でも、某友人がかなりプチ託生に受けてくれたので、気を良くして一気に書き上げました。

    でも、可愛げないなぁ。プチギイって（笑）

    私だったら、「我侭言うな！！」と殴ってることでしょう（爆）

    （２００２．９．４）
  


  Marine Bule Dream (2002.7)


  
    　高層ビルの最上階。

    　案内された応接室で、形ばかりざっと書類に目を通しサインをする。

    　ここ数ヶ月かかりっきりであった仕事に終止符が打たれた瞬間、張り詰めた空気が緩み、一同の顔に安堵の笑みが浮かんだ。

    「お互い、いい仕事をしましょう」

    　社交辞令用の笑顔ではなく、心底笑みが零れてしまう。それほどまでに、今回の仕事は難しかった。

    　一つの仕事を終えた達成感。

    　決められた人生を歩んでいるとは言え、オレはこの仕事にのめり込んでいる。

    　但し、この肩に何万人という人間の人生が乗っているのは、かなりの重圧ではあるが。

    　幹部に見送られ部屋を後にし、島岡と二人エレベーターに乗り込んだ。

    「お疲れ様でした」

    　知らず溜息を吐いたオレに、島岡が労いの声を掛けた。

    「あぁ、さすがにな。やっと、ゆっくりできる」

    　託生とも………な。

    　仕事が忙しく、ここ何日もマンションに帰っていない。早く託生の顔を見ないと、酸欠になっちまう。

    「この後の予定は？」

    「今日は何も入っていません」

    「何も？」

    「はい、何も」

    　確認をしたオレに、柔和な笑顔で頷く島岡。

    　休みなしで働いていたから、気を使って何も入れなかったと解釈するのが妥当だということか。

    「サンキュ」

    　素直に礼を言うオレに、当たり前ですよと瞳に写し、島岡は電子手帳を閉じた。

    「マンションまで、お送りしましょうか？」

    　メインロビーを歩きながら、島岡が尋ねた。

    「そうだな………」

    　今の時間だと託生はまだ大学に行っているだろうが、疲れた体を休ませて夜に備えるのも一考だな。

    「マンションまで送ってもらおうか」

    　オレの返事に快く了承した島岡が、駐車場に向かおうとした時、

    「ギイ！」

    　少しトーンの高い声がオレを呼んだ。

    「ギイ。お仕事終わったの？」

    　声のする方を見ると………プチ託生！

    　満面の笑顔で階段を駆け上がってくる。

    「託生さんがいらしてますね。どうしますか？」

    　おい！ちょっと待て！

    　島岡！こんな小さい託生を見て、違和感を感じないのか？！

    　それより、プチ託生がいるってことは、今は夢の中だって事だろ？！

    　あのややこしい契約も、全て夢の中の出来事だっていうのか？！

    　…………そりゃ、ないぜ。

    「ギイ、苦虫噛み潰したような顔して、どうしたの？それとも、ぼくここに来ちゃいけなかった？」

    　ぐったりと肩を落としたオレの側に寄り、泣き出しそうな顔をしてプチ託生が見上げる。

    「いや、今仕事が終わって、家に帰ろうと思っていたところだ」

    　膝を折りにっこり話し掛けると、ほっと安堵の表情を浮かべ、微笑みに摩り替えていく。

    　相変わらず、可愛い………。

    「ギイ、疲れてるの？」

    　ぽっかりと見惚れてしまったオレの頬に指を滑らし、小首を傾げる。

    　あぁ、ダメだ。

    　オレは変態じゃない！なのに、こんな夢ばっかり、どうして見る？！

    『夢は願望の表れというじゃないか』

    　章三！それは、違うぞ！………違うと言わせてくれ。

    「義一さん、どういたしましょうか？」

    　島岡の声にプチ託生が何か言いたそうな顔をして、スーツの裾を引っ張った。

    「ん？どこか行きたいところがあるのか？」

    「ぼく………自然史博物館に行きたい」

    　自然史博物館か………。そう言えば、昔託生が記憶喪失になったとき以来、全然行ってなかったな。

    「島岡、行き先を自然史博物館に変えてくれ」

    「はい。承知いたしました」

    　柔和な笑顔の島岡が頷いた。

    　

    　

    「わぁ、大きいね」

    　人気の居ない薄暗いコーナーを、プチ託生の手に引かれて降りていった。

    　厳かな静けさが、二人の足音を響かせる。

    　部屋の中央で足を止め、頭上の鯨を見上げた。とたん、押しつぶされそうな圧迫感が、いつものようにオレを支配していく。

    　幼いころからそうだった。

    　自分の立場を理解すればするほど、責任の重さを認識し、自由に動く事すらままならない、自分の運命を感じずにはいられなかった。

    　この鯨は、オレの運命。

    　身動きが取れなくなって立ちすくむしかない、大きな壁だ。

    「そんな泣きそうな顔をしないでよ」

    　呟くような声で我に帰り、心配げにオレの手を握り、見上げている瞳とぶつかった。

    　プチ託生とは言え、オレは託生に哀しそうな顔をさせたくない。いつでも笑顔でいて欲しい。

    「泣いてなんかいないぞ。託生じゃあるまいし」

    　その場に座り、沈んでしまった心を浮上させ、プチ託生をからかう。

    　怒るだろうなとの予想を裏切り、プチ託生はオレの首に腕を廻した。

    「ぼくがいるよ。ぼくが鯨から守ってあげる」

    　ぎゅっと小さな腕でオレを抱き締める。

    　託生の髪に吐息を埋め、甘い香りを感じたとたん、不意にオレは泣きたくなった。

    　あぁ、この鯨をはじめて見た時、託生と一緒に見たいと強く願ったのは、こういうことだったのか。一人で鯨を見上げるより、託生という心の支えがほしかったのか。

    「ギイ、二人だったら怖くないでしょ？」

    「そうだな。託生が永遠にいてくれたら、怖くない」

    　プチ託生はオレの言葉に嬉しそうな微笑を浮かべ、頬を小さな手で包み込んだ。

    「ね、ギイ。今日は何の日か知ってる？」

    「今日？」

    　今日と言われてもなぁ、これは夢の中だろう？何の日か見当がつかないぞ。

    「わからない？」

    　両手を挙げて降参のポーズを取ると、

    「今日はギイの誕生日だよ」

    　悪戯っ子のような顔をしてプチ託生は笑った。

    「だから、ぼくからギイへのプレゼント」

    　天井に向けて伸ばしたプチ託生の右手から、目が眩むような光が出され、辺り一面不思議な光に包まれた、

    　そして次の瞬間目に飛び込んできたのは、果てしなく広がる蒼く透き通ったマリンブルーの海………！

    　潮騒の音が聴こえそうな穏やかで静かな水面は、まるで託生の心を映したかのようだ。

    「託生……これは………？」

    「海の中だと、大きい鯨も小さく見えるよね」

    　託生の言葉に鯨を見ると、それは今までの重圧感が嘘のように、とても小さく感じられる。

    　小さな手が髪に触れ振り返ると、じっと見詰める澄んだ瞳が待っていた。

    「愛してる、ギイ」

    　プチ託生の柔らかい口唇が、優しくオレを包み込む。

    「ずっと傍にいるよ。何も心配しないで」

    「託生………」

    「ぼくがいるよ。ずっとギイの傍にいるよ」

    　約束のようにもう一度口唇を合わせ、プチ託生は微笑んだ。

    「ありがとう、託生」

    　そうだな。託生さえいれば、オレは頑張れる。鯨なんかに押しつぶされて、たまるもんか！

    　プチ託生の体をぎゅっと抱き締め、甘い香りを吸い込む。と、不意に腕の中のプチ託生がぐにゃりと歪んだ。

    　え………？

    　微笑を残したプチ託生の体は透き通る光になり、さらさらと流れ落ちマリンブルーの海に溶け込んだ。

    「託生………？！」

    『愛してる、ギイ』

    　囁きのような声が耳に届き、優しい風がオレを包み込む。海が………託生が、オレを包み込んでくれる。

    　託生に抱かれているような錯覚の中、安堵にも似た眩暈を感じ、オレはマリンブルーの海に横たわった。

    　

    　

    「……ん………義一さん？」

    　ん？

    　オレを呼ぶ声に目を開けると、顔を曇らせた島岡の顔がそこにあった。

    　あぁ、デスクで寝てしまっていたんだな。

    「顔色が悪いですが、大丈夫ですか？」

    「あぁ、大丈夫だ。もう出掛ける時間か？」

    　大きく伸びをし、島岡に確認する。

    　今日はプロジェクトの最終確認の日だ。これで、全てが決まる。

    「はい。お車の用意が出来ております」

    「よし！さっさと終わらせて、鯨を見に行くぞ」

    「はぁ？」

    　呆けた島岡の顔に噴出し、スーツの上着を手に取りニヤリと笑った。

    「成功させてみせるさ。心配するな。オレには託生がついてる」

    　惚気にも動じない有能な秘書は、

    「託生さん以上の保険はないですね」

    　柔和な微笑を浮かべ、ドアを開けた。

    　

    　

    　帰ったら託生と二人で、鯨を見に行こう。

    　そこにはマリンブルーの海が広がっている事だろう。

    　

    　

    ギイのお誕生日用に書いたお話です。

    もうこの頃はプチに凝ってまして、勝手にプチ託生を魔法使いにしてしまうし（笑）

    気に入ってるシリーズなので、またネタがあったら書いて見たいですね。

    （２００２．９．４）
  


  プチの呟き(2002.4)


  
    「ただいま～」

    「お帰り、託生」

    　ふっと空間に浮かび、にっこりと微笑を浮かべた託生に、ギイは驚きもせず当たり前のように言葉を返した。

    　入れたばかりのコーヒーにミルクを並々と注ぐと、ソファにちょこんと座った託生の前に置く。

    「オレの様子、どうだった？」

    「う～ん。仕事が忙しくて、ここのとこぼくに会えなかったみたいで、結構煮詰まってたよ」

    　暖かいカフェオレを小さな手で包み込んで、フーフーと冷ましながら上目遣いでギイを見る。

    「相変わらずだなぁ、オレ。」

    「うん。だから自然史博物館に行って、慰めてきた」

    「お疲れ」

    　ギイの言葉に、にっこりと笑って一口飲む。

    「しかし、手の掛かるヤツらだな」

    　しかめっ面をするギイに、

    「でも、こないだ役得だって、ぼくにキスしてたじゃないか」

    「そういうお前だって、さっきオレにキスしてただろ？」

    「あれは……ギイが泣きそうになってたから………」

    　しどろもどろ言い返す託生に、ギイはふっと笑って、

    「なぁ、今度は島岡の夢に行ってみないか？」

    　と、提案した。

    「島岡さんの？イヤがるんじゃないかな………」

    「面白そうじゃん。ドライブでも連れて行ってもらおうぜ」

    「………なんか、現実でも夢の中でもギイに振り回されて、島岡さん可哀想」

    「まぁまぁ」

    　こうして、次の悪戯の餌食は、島岡に決まった。
  


  傍にいるよ(2010.9)


  
    「Marine Bule Dream」の続きとなります。

    ので、プチは出ません。

    

    

    　授業が終わり、バイオリンを片手に大学を出て驚いた。

    「よ。託生」

    「ギイ？！」

    　ここ連日何かのプロジェクトの為マンションに帰宅出来なかったギイが、片手を挙げて待っていたのだ。

    　一度マンションに帰ったのであろうか、綿のシャツにジーンズという、どこにでもいるようなカジュアルな格好であるにも関わらず、立っているだけで異様に目立つのは日本だけではないようで、チラチラと振り返りながら道行く人が多数。

    「どうしたんだよ」

    　そんな視線の中に平然と入るほどの度胸がないぼくが、つっけんどんになってしまうのは仕方なかろう。

    「………冷たいなぁ。もう今日は帰っていいって島岡に言われたんだ」

    「本当に？」

    　ギイの言葉を信じないわけではないけれど、ギイが島岡さんを脅した事も数知れないので、どうも額面通り受け取れない。

    「本当だって。なんだったら島岡に聞いてみてもいいぞ」

    　言いながら胸ポケットから携帯を取り出すギイを、慌てて止めた。

    「わかった！わかったから！」

    　そんな事で、島岡さんを呼び出すなんて申し訳ない。

    「それより、託生。自然史博物館に行こう」

    　にっこり笑って、ギイは言った。

    　

    　

    　NYに来てかなり経つのに、お互い機会がなかったというか、自然史博物館に来るのは実は高校生の時以来であった。

    　あの時は島岡さんに連れられて案内してもらったフロアを、ギイと一緒に降りていく。

    　一歩一歩、階段を降りるたびに大きくなる圧迫感。薄暗い部屋の真ん中に浮かぶ大きな鯨。

    　ギイはぼくを腕の中にくるりと包み、そのまま抱きしめた。

    　深い海の底に二人きりで取り残されたような錯覚。

    　ギイは、どんな気持ちでこの鯨を見上げていたのだろうか。

    「一人で見るの……」

    「ん？」

    「寂しくなかった？」

    「寂しくはなかったけど………大きくて重かったかな」

    「今は？大きくて、重い？」

    「今は、託生がいる」

    　キッパリと言い切り、ぼくの髪に優しくキスを落としながら「だから、大丈夫だ」呟いた。

    　もしかしたら、ギイは鯨を見ながら、他の何かを感じているのではないだろうか。

    　大きくて重い、何か。

    　それが何なのかはわからないけれど、ぼくがいることで負担が軽くなるならとても嬉しい。

    　だから………。

    「ずっと、いるよ？」

    「託生？」

    「ぼくがいるよ。ずっとギイの傍にいるよ」

    　ぼくが言うと、ギイはハッとした表情をしてぼくを凝視し、そして、

    「ありがとう、託生」

    　強く強く、ぼくを抱きしめた。

    

    

    「また、一緒に来ような」

    「うん」

    　夕暮れに染まりつつある摩天楼を横目に、久しぶりに二人で街中を歩く。

    「とりあえずは晩飯食って、家に帰って」

    　少し前を歩いていたギイが、ふと立ち止まり、

    「託生を抱きたい」

    　真顔で振り返った。

    「………うん」

    　赤く染まる日の光で、熱くなった頬を誤魔化せてくれたらいいのだけれど。

    　ぼくの横にギイがいる。

    　ずっとずっと、傍にいる。

    

    

    

    これもフォルダに……以下略。

    台詞をリンクさせたくて書き始めたものの、なかなか纏まらず放っておりました。

    短いし、ついでにキス一つしてない；

    たまにはプラトニックで♪

    (2010.9.22)
  


  Afternoon Dream (2010.10)


  
    　上の空で課題曲を弾いていた腕を止め、大きく溜息を吐いた。

    　窓の外は透けるような青空なのに、ぼくの心はどんよりと曇り、言い知れぬ寂しさが広がっている。

    「今日で何日会ってないんだろ……」

    　ギイの仕事のハードさは生半可なものではなく、同じNYにいるにも関わらずマンションに帰ってこれない状態が続いていた。

    　ガランとした空間が余計孤独感を増し、ただでさえ大きな部屋が数倍にも感じる。キングサイズのベッドだって、ぼく一人では使うのが勿体無いくらい広く、あまりの冷たさに寝付きが悪くなっているのが自分でもわかっていた。

    　ギイに抱き締めて欲しくて、狂いそうになる。

    「祠堂にいる時は、もっと会えなかったのにな」

    　我ながらあの時は物分りがよかったと思う。いや、諦め半分だったからかな。

    　ギイと二人で暮らしていて夢のような生活をしているのに、これ以上望むなんて我侭すぎるぞ、葉山託生。第一、ここに来たのはバイオリンの為だろう？

    　しっかり自分のするべき事をやって、ギイを笑顔で出迎えられるようにと自分に活を入れ、ぼくはもう一度バイオリンを構えなおした。

    　Rrrrrrrr……Rrrrrrr……

    　机の上に置いてあった携帯が唐突になった。瞬間ぼくの胸がドキリとなる。

    　慌てて駆け寄り、通話ボタンを押し、

    「Hello」

    　努めて平静な声で返事を返した。

    「託生？オレ」

    　………挨拶をすっ飛ばして「託生」と呼ぶのは、この世の中には一人しかいない。しかし、声が違うような気がする。

    「おい、託生？」

    　いや、違うというよりは、声のトーンが高すぎる。

    「もしもーし、切れてないよな、これ」

    　以前にも一度この声を訊いた事がある。そう、この声は………。

    「………もしかして、ギイ？」

    「もしかしてって……お前、恋人の声くらい覚えておけよ」

    　やっぱり………プチギイ！

    　という事は、今は夢の中って事だよね。

    　でも、どうしてこうぼくの夢はリアルなのかなぁ。余りの寂しさに少しだけでも会いたいと思っていたら、体積の小さいギイが現れた。

    「託生、もしかして、昼寝でもしてたのか？」

    　いつまでも返事をしないぼくに焦れたのか、少し怒ったような声が届く。

    「え？ううん」

    「久しぶりに託生の声が訊けると思って電話したら、これだ」

    「ご……ごめん。びっくりしたんだよ」

    　呆れたような声に、慌てて謝る。

    　突然のプチギイの登場に、驚かない方がおかしいよ。

    「ところで、今日は空いてるか？」

    「これから？」

    「そう。託生、デートしよう」

    「デート？」

    「セントラルパークのベセスダ・テラスで待ち合わせて、シープ・メドウでランチといかないか？途中デリで何か買っていくから」

    「ベセスダ・テラス？」

    「そう、噴水のとこな」

    「うん、わかった」

    「じゃ、待ってるからな」

    　携帯を置き、ケースにバイオリンを片付け、手早く身支度をする。

    　余りにもリアルで、どこで目が覚めるのかわからないけど、今回は二人っきりの部屋の中ではないし（襲われる心配もない）、楽しむのも悪くないな。

    　最後に上着を取り、ぼくは街に飛び出した。

    

    

    

    　パーク内をジョギングしている人を横目に、プチギイに指定されたベセスダ・テラスに向かう。

    　ベンチに座っている人も、木の上で鳴いている小鳥も、あまりにも自然すぎて不思議な感覚になる。こんなに大勢の人が登場しているのに、夢の中にしてはリアルすぎないか？

    　冷静に夢の中だと認識しているぼくも、変だけど。

    　ふわふわとした気持ちのままベセスダ・テラスに着くと、

    「託生！」

    　トーンの高い声がぼくを呼び、大きな紙袋を両手で持ったプチギイが走ってきた。

    　やっぱり………。

    　膝を落とし低い目線に合わせると、プチギイはぼくの頬にキスをし、

    「来てくれて、ありがとう」

    　にっこり笑った。

    　大きさが違っても、ギイはギイ。綺麗な笑顔にぼくの顔が赤く染まる。

    「託生、顔赤いぞ」

    「は……走ってきたからだよ。それより、お腹空いたかも」

    　言いながら、プチギイの持っていた紙袋を左手で受け取り、右手で小さな手を握る。手の中の温もりにホッと溜息が零れた。

    　シープ・メドウ。皆が日常の疲れを癒すように、のんびりと寝転がって時間を楽しむ、ニューヨーカーの憩いの場所だ。

    　芝生の上に腰を下ろし紙袋の中から食べ物を取りだすと、

    「託生もちゃんと食べろよ。少し痩せたぞ」

    　プチギイが特大のクラブサンドを、ぼくに押し付けた。

    

    

    

    　二人分（しかも、一人は子供）にしては多すぎるんじゃないかと思った食べ物は、ブラックホールの胃名を持つ人間の腹にあっさり収まり、ぼく達は芝生に寝転がって青い空を眺めていた。

    「ごめんな」

    　隣から唐突に聞こえてきた謝罪に向きを変えると、申し訳なさそうにぼくを見るプチギイの瞳とぶつかる。

    「なにが？」

    　プチギイに謝らせるような事、何かあったかな？

    　わけがわからないと顔に書いたぼくに、

    「せっかく託生がＮＹに来てくれたってのに、オレ、仕事ばかりで全然案内もしてやれなくてさ」

    　心底辛そうにプチギイが言う。

    「連れて行ってやりたい所もたくさんあるんだ。ＮＹだけじゃなくてアメリカ中、託生と行こうと思ってる所があるのに、実際のオレはデート一つもなかなかできなくて、自分で自分が嫌になる」

    「ギイ………」

    「ごめんな」

    　姿は子供なのに、大人の台詞。

    　本当のギイも、どうにもならない忙しさの中で、ぼくの事を思ってくれているのだろうか。もしかしたら寂しさを感じてるのは、ギイも同じなのかもしれない。

    「ううん、大丈夫だよ」

    　哀しそうな瞳に、心配ないと笑ってみせる。

    　ホッとした表情を浮かべたプチギイの小さな掌を頬に感じ、目を閉じる。「愛してる」の言葉が口唇を伝って流れ込んできた。

    

    

    

    「……くみ……託生？………こんな所で寝ていると風邪引くぞ」

    「う………ん、ぎい？」

    　茶色の心配げな瞳が近づき、ただいまのキスが口唇に触れた。

    「え……ギイ？！」

    「なんだ、寝ぼけてるのか？」

    　ギイの腕に引かれて起き上がると、ローテーブルに置かれたバイオリンと音楽室が目に映る。

    　やっぱり、寝ちゃってたんだ、ぼく。

    　ギイは、ぼんやりとしたぼくに焦れたのか、

    「託生、ただいま」

    　耳元でやけにはっきり言葉を紡ぎ、期待の篭った目でぼくを促した。

    「………お帰り、ギイ」

    　両腕をギイの首に回しお帰りのキスして口唇を離そうとすると、力強い腕にギュッと抱かれキスが深くなる。甘いコロンの香りと熱い口付けに、ギイが帰ってきた事実がぼくの心に徐々に落ちてきて涙が零れそうになった。

    「明日休みになったんだ。だから、デートしないか？」

    　長い長いキスの後、ぼくを腕に閉じ込めたまま、ギイが誘う。

    　なのに返事を聞く間もなく、ぼくを抱き上げ、

    「その前に、大人の時間な」

    　妖しく囁いた。

    

    

    

    

    これを書き始めたのは５年前でして、いつものごとく放ったらかしになり、中身が大幅に変わりました；

    なのでタイトルも変わりました。

    元々twilightだったんだけどなぁ。夕日が消えちゃったんですよ。う～ん。

    纏まり悪いですけど、フォルダ整理の為にアップ。

    (2010.10.28)
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